
西
賊
の
風
俗
宗
歎
等
を
見
る
に
便
な
り
．
．
ω
σ
三
隅
旨
ゴ
ぴ
9
．
パ
ω
く
曾

踏
の
鎌
囲
、
）
　
は
一
九
〇
六
一
八
年
に
於
け
る
氏
の
第
三
同
の
探
検
報

止
口
に
て
ト
ラ
ン
ス
ヒ
マ
ラ
ヤ
大
山
系
、
イ
ン
ダ
ス
、
サ
ト
レ
ヂ
、

ブ
ラ
ー
マ
プ
ト
ラ
三
大
河
源
獲
見
の
次
第
を
詳
述
し
弓
ぼ
ω
8
屯

◎
団
撃
9
・
冠
・
8
昌
げ
ぢ
。
。
け
国
露
需
2
三
。
三
（
ω
げ
滞
〇
一
（
一
〇
け
O
昌
）
は
一
九
一
五
年

氏
の
南
極
大
陸
横
噺
探
検
の
記
載
な
り
。
〔
下
田
〕

第
六
忽
　
　
奨

報

彙

艮叢干

劔
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
吏
學
科

　
大
正
十
年
度
講
義
題
目

史
學
研
究
法

國
史
概
訟
（
中
世
及
近
世
）

中
愛
の
都
市

近
世
趾
會
政
策
（
演
習
）

古
文
書
學
総
論
及
實
習

國
史
概
説
（
古
代
）

國
史
地
理

史
籍
講
護
並
解
題

東
洋
史
概
読
（
中
世
）

支
那
人
の
風
俗
に
驕
す
る
研
究

東
洋
史
概
論
（
古
代
）

支
那
史
墨
史

東
洋
史
概
訟
（
近
世
）

近
世
の
外
圃
關
係

東
洋
史
演
智

二
　
坂
　
口
　
教
授

｝　O
＝
藁

〒

第
二
號
　
　
　
一
四
七
　
（
三
｛
七
）

浦
教
　
授

田
　
激
　
授

原
　
歌
　
授

膝
敏
　
授

野
敏
　
授



　
　
第
六
巻
　
　
藥

最
近
世
史

世
界
大
向
史

頭
洋
史
演
習

西
洋
史
概
説
（
十
字
軍
以
後
）

ペ
リ
ク
レ
ス
臨
急

西
洋
実
演
習

地
理
學
通
論

地
理
學
史

ユ
ー
ラ
シ
ア

地
遡
學
實
習

演
碧

入
文
地
理
學

入
口
論

演
習

考
古
學
通
論

支
那
考
吉
學

三
岡
羅
馬
考
古
學

朝
鮮
古
史

朝
鮮
文
藝
史

朝
鮮
輿
演
習

報

“　N一一一v－b－－　“　一V“ny’ny一一一’　“　“了
助
警

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
・
｝
四
入
　
（
一
二
一
八
）

　
基
督
敏
會
、
こ
駄
洲
申
世
の
改
治
及
丈
化
　
二
　
植
村
　
講
師

　
　
　
翻
京
都
帝
四
大
學
文
學
部
卒
業
論
文

　
京
都
帯
國
大
學
文
學
部
本
年
度
卒
業
生
の
蝿
出
せ
る
論
文
中
、

史
學
に
關
係
あ
る
題
目
叢
に
提
崩
者
左
の
如
し

輩
科
　
　
　
　
　
　
　
鋸
癖
盤

　
　
國
史
專
攻

　
　
　
我
國
に
於
け
る
浮
土
信
仰
の
趨
原
嚢
蓬
△
源
　
豊
宗

　
　
支
那
三
図
攻

　
　
　
五
嶽
祭
祀
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩
田
婁
一
郎

　
　
　
高
麗
の
大
畳
國
師
に
関
す
る
研
究
　
　
　
内
藤
鵠
輔

　
哲
學
科

　
　
三
陸
專
攻

　
　
　
プ
ラ
ト
ー
後
期
に
お
け
る
論
理
に
就
て
　
　
加
川
航
三
郎

　
　
　
「
プ
ロ
チ
ヌ
ス
」
の
哲
學
に
於
て
　
　
　
　
橋
寺
　
太
郎

　
　
　
リ
ツ
タ
ル
ト
の
認
識
論
に
於
け
る
實
在
ξ
橿
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
山
雲
洲

　
　
　
・
・
ト
認
識
論
に
於
け
る
饗
性
の
問
題
伊
東
蟻
俊

　
　
郁
度
哲
學
愛
專
攻



　
阿
毘
蓬
磨
倶
舎
論
に
あ
ら
は
れ
た
る
七
十
五

　
法
論
ミ
因
果
論
ざ
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
二
之
宮
善
尭

美
畢
美
術
史
專
攻

ブ
・
ウ
チ
ノ
ス
が
審
美
観
　
　
　

○
山
内
朝
資

駈
會
學
專
攻

　
　
魯
西
亜
麗
無
主
義
の
凝
念
學
的
研
究

文
學
科

　
國
文
墨
專
攻

　
　
長
歌
詞
珠
衣
S
長
歌
私
心
ミ
に
就
て

　
　
源
俊
頼
の
歌
論

　
　
萬
葉
集
の
倫
理

　
　
古
園
瑠
璃
の
研
究

　
　
『
岩
崎
本
録
本
書
紀
』
訓
貼
研
究

　
　
不
家
物
語
に
つ
き
て

狸
文
學
唾
壷

金
杉
　
恒
彌

河
村
　
實

岡
硬
希
雄

濱
本
勝
治
郎

穎
原

○
小
中

△
高
橋

O
g
二
δ
。
・
蜀
磐
。
。
び
目
立
禽
自
①
蟹
貯
象
8
｝
戸
g
国
魂
ゆ
暮
ω
．

英
文
學
專
攻

　
力
。
げ
。
誌
彰
。
乏
三
蹟
…
男
弓
竃
り
器
器
m
．

　
第
六
巻
　
　
彙
　
　
　
　
報

廣正邊
蔵晴藏

長
谷
部
武
次
郎

O
単
寧
信
雄

　
　
　
回
。
g
腎
舞
　
　
　
　
　
　
　
　
○
金
剛
、
麟
雄

　
　
　
b
の
g
身
亀
日
。
旨
嶺
9
甚
H
昌
寓
。
ヨ
旦
§
○
木
畑
浩
四
郎

　
　
梵
語
學
梵
文
學
專
攻

　
　
　
ア
ヴ
ア
ダ
ー
ナ
概
論
及
其
一
部
翻
課
　
　
○
高
畠
　
寛
我

　
　
　
　
⑳
更
學
研
究
會

鮒棚

?
臼
　
二
月
十
二
R
r
午
後
一
時
孚
よ
り
山
久
｛
學
部
第
ふ
ハ
…
教
室
一
に
て
關
川

催
左
の
講
演
あ
り

親
　
鶯
総
掛
の
筆
者
浮
挫
く
ヒ
其
の
門
流
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
文
學
士
　
澤
村
鷲
太
郎
艦

鎌
倉
中
葉
以
後
流
行
製
作
せ
ら
れ
し
高
思
掛
歌
傳
総
…
が
藩
ε
詞
ε

並
存
す
る
傳
糟
、
識
の
み
の
総
憾
等
の
溺
あ
る
も
今
は
姑
く
檜
傅

の
語
を
用
ふ
る
こ
ε
よ
り
設
起
し
て
浄
賀
の
筆
ε
傳
へ
ら
る
・
此

親
旧
絡
傅
に
確
實
な
る
謹
左
あ
る
も
の
な
き
こ
言
彼
が
信
州
埴
崎

の
康
樂
寺
第
二
世
の
佳
職
た
り
し
こ
ε
は
確
實
に
し
て
第
三
世
浮

耀
宗
舜
第
四
世
浮
野
幹
部
の
皆
所
謂
康
樂
寺
流
の
檜
筆
を
弄
せ
る

こ
ミ
を
論
馴
し
浮
賀
の
眞
蹟
の
以
て
微
す
べ
き
も
の
な
し
、
こ
難
も

兎
に
角
此
者
等
が
鎌
倉
末
よ
り
南
北
朝
に
亙
り
扁
護
涙
を
爲
せ
る

も
の
な
る
を
論
ぜ
り

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

「
四
九
（
三
「
九
）



　
　
　
第
六
巷
　
　
藁
　
　
　
報

遺
鏡
論
　
　
　
　
　
　
會
員
　
文
｛
攣
博
士
　
喜
田
　
貞
吉
君

道
鏡
央
脚
に
賑
す
る
事
件
が
實
は
表
面
的
に
も
裏
面
的
に
も
甚
し

く
疑
問
を
以
て
充
た
さ
る
・
こ
ミ
を
論
じ
宿
せ
ら
る
べ
き
筈
の
阿

曾
鷹
が
却
っ
て
多
徽
島
守
に
榮
韓
し
更
に
大
隅
守
に
任
ぜ
ら
る
・

に
至
り
し
一
こ
は
反
影
に
賞
せ
ら
る
べ
き
筈
の
清
麿
及
び
法
均
．
が
漸

く
流
謎
地
よ
り
召
し
返
さ
れ
た
る
の
み
に
て
前
地
位
よ
り
は
低
き

身
分
に
久
し
く
放
置
せ
ら
れ
た
り
し
事
叉
道
鏡
に
法
王
位
を
授
け

て
怪
ま
す
吏
に
之
を
天
子
曳
こ
す
べ
し
ε
の
説
の
出
つ
る
に
至
れ
る

事
特
に
湛
鏡
が
唯
一
の
保
護
者
た
る
構
徳
天
皇
崩
御
後
ま
で
も
な

ほ
非
窒
の
念
を
捨
て
ざ
り
し
の
み
な
ら
す
何
等
自
衛
の
策
に
患
つ

る
事
な
く
し
て
陵
下
に
盧
を
結
び
群
臣
の
迎
え
を
僥
倖
せ
し
が
知

き
は
到
底
從
來
普
廼
の
歴
史
の
説
く
如
き
方
法
に
て
は
解
す
べ
か

ら
ざ
る
現
象
な
る
所
以
を
蓮
べ
て
殖
鏡
の
皇
胤
な
る
べ
き
こ
ε
叉

紳
敏
湊
上
の
裏
面
に
潜
め
る
事
實
等
に
つ
き
績
日
本
紀
日
本
後
紀

等
の
記
事
並
び
に
當
時
の
事
情
等
よ
り
詳
論
を
試
み
た
り

來
會
者
八
十
鍛
名
午
後
五
臨
講
演
終
了
鷹
を
本
部
棋
上
に
移
し
茶

、
話
余
日
ゆ
を
開
き
午
後
六
障
散
含
目
せ
り

　
　
　
⑳
讃
　
　
史
　
　
愈

例
會
昨
年
十
二
尺
七
鳳
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
揚
に
於
て
開

　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
「
五
〇
　
（
三
二
〇
）

催
撮
席
者
三
浦
教
授
魚
澄
中
村
冨
森
下
川
桑
療
墨
・
士
及
び
橋
川
源

井
川
岩
橋
諸
鴬
に
し
て
左
の
講
演
あ
り
十
時
散
會
せ
り

｝
我
國
に
於
け
る
「
宋
法
」
の
晴
期
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
　
　
豊
　
審
君

愚
管
抄
の
後
三
條
天
皇
の
條
に
「
世
の
末
の
大
な
る
か
は
り
目
」

ミ
云
へ
る
丈
に
嫁
り
て
我
國
に
て
は
延
久
四
年
を
以
て
末
法
に
入

れ
り
す
る
富
森
學
士
の
論
に
蜀
し
扶
桑
略
記
、
大
鏡
、
愚
管
抄
等

に
擦
り
て
紳
武
元
年
が
麗
奪
減
後
二
百
九
十
年
に
絹
當
し
從
て
末

法
の
第
一
年
た
る
羅
愈
滅
後
二
千
一
年
は
後
冷
泉
天
皇
永
承
七
年

に
粗
當
す
る
事
を
読
き
て
春
記
、
挨
桑
略
瀧
、
櫓
綱
補
任
抄
鵠
等

の
丈
を
黎
謹
し
、
次
に
其
薗
後
に
於
け
る
末
法
思
想
を
連
べ
て
藤

康
畔
代
の
曙
流
に
注
意
し
最
後
に
鎌
倉
時
代
に
於
て
新
宗
教
の
勃

興
ε
共
に
道
元
の
如
き
末
法
説
打
破
の
思
想
の
起
り
來
れ
る
事
に

論
及
せ
り

触
雨
森
芳
洲
の
薯
害
　
　
　
文
學
士
　
桑
　
慷
　
親
　
通
君

先
づ
芳
洲
の
生
地
が
近
江
伊
香
郡
雨
森
郷
な
る
事
よ
り
其
生
涯
及

び
爲
人
を
略
蓮
し
て
元
藤
二
年
二
十
二
歳
に
し
て
謝
島
宗
氏
に
仕

へ
學
事
、
羅
官
の
事
を
掌
り
其
間
に
於
て
著
は
す
所
の
諸
書
に
就

い
て
其
内
容
を
明
に
す
る
所
あ
り
多
く
藩
の
経
濟
敏
育
箒
鞭
て

へ



其
縄
倫
を
記
せ
る
も
の
な
る
が
特
に
注
目
す
べ
き
は
日
豊
三
塁
の

史
料
に
し
て
信
使
停
止
墨
書
、
信
使
↓
件
、
國
熟
々
改
総
論
、
交

隣
始
末
物
語
等
是
な
り
、
叉
國
王
號
一
件
に
亡
し
て
自
石
に
與
へ

し
和
文
の
書
は
芳
洲
の
意
見
を
明
に
す
る
マ
」
共
に
爾
者
の
親
交
を

窺
知
せ
し
む
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓶

　
コ
ニ
千
院
の
極
重
灘
歌
に
就
い
て
橋
川
正
君

最
近
三
浦
教
授
ε
共
に
大
原
三
千
院
の
記
録
文
書
を
調
査
せ
ら
れ

し
時
に
見
ら
れ
し
豊
津
四
年
書
爲
の
奥
書
あ
る
極
相
聲
歌
に
就
い

て
先
づ
尊
書
窩
者
良
秀
の
聲
明
上
の
傳
統
を
蓮
べ
良
忍
の
七
代
、

．
圓
珠
の
五
代
、
蓮
入
の
弟
子
な
る
事
を
明
に
し
、
次
に
此
聲
歌
が

雅
樂
の
僚
に
合
せ
て
歌
は
れ
し
事
を
述
べ
て
嘗
て
帝
國
文
學
に
文

治
二
年
の
奥
書
を
有
す
る
歌
誰
の
断
片
が
梁
塵
秘
抄
の
一
片
な
ら

ん
ε
し
て
紹
介
せ
ら
れ
し
が
、
そ
れ
を
以
て
此
県
歌
に
比
す
る
に

全
く
此
聲
歌
の
一
部
に
し
て
極
樂
聲
歌
の
既
に
鎌
倉
初
期
以
前
よ

り
雅
樂
の
節
に
て
行
は
れ
し
事
を
知
り
聲
明
及
び
音
樂
史
上
興
味

あ
る
事
實
な
る
事
を
注
意
せ
ら
れ
た
り

一
三
千
院
の
記
録
文
書
　
文
學
博
士
　
三
　
浦
　
周
　
母
君

三
千
院
來
迎
院
の
沿
革
よ
り
其
記
録
文
書
の
種
類
の
多
く
殊
に
蕗

如
來
藏
の
も
の
に
尤
物
の
存
す
る
事
を
設
か
れ
就
中
記
録
に
は
長

錐
六
四
　
　
藥

報

承
二
年
の
具
量
質
の
裏
に
記
さ
れ
た
る
慈
箆
大
師
傳
、
同
趣
騨
入

唐
求
法
巡
禮
…
記
ミ
参
照
す
べ
き
入
唐
往
返
傳
記
、
長
慶
天
皇
の
事

の
見
ゆ
る
王
代
一
寛
、
鎌
倉
南
北
朝
時
代
の
門
葉
記
の
零
本
、
文

書
に
は
奪
雲
（
護
良
）
親
王
に
慰
す
る
梶
井
寺
領
の
附
属
歌
其
、
他
法

性
寺
文
書
、
園
城
寺
鋤
學
院
文
書
等
注
目
す
べ
く
其
他
大
原
聲
明

業
御
修
法
等
に
關
す
る
史
料
多
く
存
せ
り
ε
て
そ
れ
ら
の
中
よ
り

特
色
あ
る
も
の
を
指
摘
せ
ら
れ
た
り

側
脚
盒
日
　
画
歴
二
十
八
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
場
に
於
て
開
く

出
席
者
三
浦
、
喜
胆
雨
教
授
、
富
森
、
鈴
木
選
士
愚
生
撒
名
あ
り

左
記
の
講
演
あ
り
て
十
時
軍
営
せ
り

一
法
然
上
入
ε
楚
垂
耳
　
　
　
　
　
　
江
　
藤
　
激
　
英
雅

汗
管
の
信
仰
の
開
展
ε
し
て
一
般
の
霜
教
的
信
仰
よ
り
次
第
に
法

然
に
接
近
し
行
く
過
程
を
明
に
し
象
實
の
信
仰
内
容
の
必
ず
し
も

純
一
他
力
往
生
に
非
す
し
て
現
世
重
藤
の
要
求
を
も
含
め
る
事
を

指
摘
す
る
所
あ
り
た
り

一
日
本
の
撒
詞
に
就
て
　
丈
學
博
士
　
喜
　
田
　
貞
　
吉
君

嘗
て
白
鳥
博
士
に
よ
り
て
日
本
の
数
詞
は
五
指
を
屈
伸
一
三
す
る

事
に
よ
り
て
十
を
得
、
一
二
三
四
五
ミ
六
七
八
九
十
ε
は
嚢
音
上

順
次
同
一
な
る
事
を
説
か
れ
た
る
に
謝
し
、
日
本
の
数
詞
は
八
を

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
五
｝
　
（
三
二
一
）



　
　
　
策
六
巻
　
　
彙
　
　
　
　
報

以
て
数
の
多
き
を
表
せ
る
所
よ
り
趨
れ
ば
潤
れ
八
の
極
大
数
な
り

し
が
爲
に
し
て
、
揖
指
は
元
來
物
の
撒
を
よ
む
時
に
當
り
て
之
に

與
ら
す
、
他
の
陽
指
に
よ
り
て
数
へ
ら
れ
、
園
指
の
屈
紳
一
隅
に

よ
り
て
八
を
得
、
一
ε
五
、
二
・
こ
六
、
三
ε
七
、
四
－
こ
八
書
は
夫

々
駅
留
上
謄
通
に
し
て
、
郎
＝
　
三
四
を
こ
周
繰
返
す
事
に
よ
り

て
八
を
得
、
即
ち
八
が
極
大
撒
・
こ
な
る
也
、
こ
て
種
々
の
方
面
よ
り

論
謹
せ
ら
れ
た
り

素
直
二
月
二
十
一
臓
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
場
に
て
開
催
出

席
者
三
浦
教
授
、
落
馬
、
富
森
、
下
川
、
鈴
木
、
桑
原
の
諸
學
士

及
び
源
、
江
藤
、
中
村
、
非
川
、
岩
橋
の
諸
君
に
し
て
左
記
の
講

演
あ
り
十
時
鋼
管
せ
り

蝸
歴
史
上
に
於
け
る
講
衆
ε
屈
撲
隔
こ
の
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
下
　
　
川
　
　
潮
懸

近
世
專
ら
遊
観
的
興
行
的
ぐ
」
な
れ
る
頼
撲
は
鎌
倉
、
足
利
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

に
於
て
は
特
に
武
藝
ミ
し
て
武
士
の
聞
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
戦
術
に

於
て
は
多
く
梱
撲
組
打
の
行
は
れ
し
魯
魚
牟
盛
嚢
記
等
に
見
ゆ
る

贋
に
し
て
其
臼
的
牲
質
近
世
の
柔
滋
、
こ
殆
¶
ご
醐
嚇
な
る
事
を
知
る

べ
し
敵
に
柔
道
の
祁
撲
よ
り
脱
化
せ
る
事
は
直
信
流
柔
遜
の
開
灘

寺
栂
満
願
の
登
假
集
、
山
鹿
素
肴
の
武
家
事
記
等
に
も
既
に
此
事

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
一
五
二
（
三
二
ご
）

を
論
ぜ
の
柔
道
の
虚
器
よ
り
分
れ
し
は
職
國
末
期
よ
り
徳
川
の
初

期
に
し
て
天
文
元
年
竹
内
流
柔
道
の
薩
竹
内
久
盛
の
捕
浜
腰
纒
の

思
議
を
劔
め
し
を
縛
期
上
こ
し
で
編
野
七
部
右
衛
門
の
元
和
の
頃
柔

之
理
を
獲
明
し
茨
木
專
齊
が
起
倒
流
概
を
嚢
明
し
て
斯
道
の
基
礎

を
逡
り
關
謡
柔
心
寺
絹
満
莫
に
よ
り
て
大
西
せ
ら
れ
た
る
也
以
て

柔
溢
は
思
議
を
慨
罷
，
こ
し
て
生
れ
識
し
事
を
傭
る
べ
し
云
々

扁
片
桐
粍
元
の
人
物
に
就
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
．
士
　
三
　
浦
　
周
　
行
君

先
づ
且
元
の
史
上
の
疑
問
入
物
な
ろ
研
以
を
説
き
瓢
箪
の
忠
．
群
論

を
紹
介
せ
ら
れ
た
る
後
且
元
ぐ
即
滅
距
家
及
び
家
康
、
こ
の
關
係
を
述

べ
て
旦
元
が
豊
距
家
の
宿
惣
に
し
て
購
か
も
諸
費
の
警
衛
に
當
り

一
萬
八
千
石
の
加
暦
を
受
け
し
・
事
の
家
康
の
好
意
に
よ
り
し
こ
、
こ

彼
が
計
歎
に
長
じ
打
算
的
入
物
な
⇔
し
爲
め
夙
に
壕
康
に
心
を
寄

せ
る
た
る
も
の
に
し
て
從
姦
婦
へ
ら
る
・
以
上
に
家
康
の
爲
め
に

盤
即
せ
る
こ
ε
を
大
橋
文
書
等
に
嫁
り
て
護
明
せ
ら
れ
嗣
僚
の
難
職

謳
家
康
の
籠
絡
に
依
れ
る
も
の
に
あ
ら
す
，
こ
断
ぜ
ら
る
。

　
　
　
麟
地
理
學
研
究
會

藁
砂
川
讐
去
一
月
三
＋
旱
魏
時
七
條
騨
に
麟
。



者
小
川
敏
授
を
初
め
下
田
、
月
月
、
藤
田
網
羅
士
、
圓
越
理
墨
・
部

囑
託
、
學
生
小
牧
君
等
合
せ
て
八
名
、
多
年
の
疑
問
た
る
南
海
沿

線
「
砂
川
の
奇
勝
」
を
踏
査
せ
ん
が
爲
め
な
り
目
的
地
に
到
達
し
た

る
は
午
後
一
時
過
頃
、
瘍
所
は
大
阪
泉
南
回
信
達
村
に
て
南
海
線

樽
非
騨
の
東
方
嚇
里
に
あ
り
地
は
和
泉
山
脈
濃
緑
の
低
き
峯
地
に

て
淺
き
難
谷
に
切
閉
せ
ら
る
地
質
は
下
部
洪
積
暦
の
砂
岩
に
て
全

部
和
泉
山
脈
の
北
側
に
噴
識
せ
る
花
環
岩
の
崩
壌
堆
積
せ
る
も
の

な
り
「
砂
川
奇
勝
」
ε
樗
せ
ら
る
・
部
分
は
此
露
地
の
一
部
に
て
特

に
崩
壌
し
易
き
砂
岩
暦
よ
り
昇
る
部
分
が
水
の
侵
蝕
作
用
を
受
け

て
盆
地
歌
の
窪
地
ミ
な
り
其
窪
地
中
に
侵
蝕
を
発
れ
た
る
砂
岩
が

美
事
な
る
歎
個
の
土
柱
ミ
し
て
残
り
其
間
に
は
水
な
き
が
Ω
、
ξ

深
谷
を
穿
ち
末
は
所
謂
「
砂
川
」
ε
し
て
白
砂
を
吐
き
臨
し
窪
地
の

　
　
い

豪
地
に
接
す
る
ミ
こ
ろ
は
縄
壁
屹
立
の
歌
を
呈
せ
り
。
畢
覧
竪
に

割
れ
易
き
砂
岩
が
崩
壊
し
て
生
ぜ
る
特
殊
の
風
景
に
て
從
來
本
邦

に
て
土
柱
ε
し
て
知
ら
れ
し
も
の
は
越
前
の
吉
崎
盗
濁
の
墓
隆
近

傍
位
の
も
の
な
泊
ば
今
同
の
踏
査
は
所
謂
奇
勝
の
時
相
を
看
破
し

た
る
の
み
な
ら
す
地
理
三
界
に
「
護
見
を
な
し
た
る
も
の
ミ
云
ふ

べ
し
當
日
は
屡
々
吹
雪
に
苦
し
め
ら
れ
し
も
三
儒
の
カ
メ
ラ
に
一

部
撮
影
し
て
午
後
四
時
頃
引
き
揚
げ
た
り

第
六
巷
　
　
會

會

華三

吟
議
員
撃
茎
二
月
二
日
午
後
三
時
よ
り
評
議
員
會
を
開
き
編
纂

及
庶
務
會
計
櫓
任
を
選
任
せ
り

　
　
　
⑭
寄
賂
交
換
略
書

満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
　
第
六
。
七
班
、
東
京
帝
國
大
望

史
學
難
誌
　
　
丹
一
の
＝
す
滑
二
の
幅
。
二

歴
　
史
　
地
　
理
、
　
滑
六
の
六
・
卦
七
の
踊
。
二

來
洋
學
報
　
十
一
の
叫

考
古
學
雑
誌
　
　
十
一
の
四
・
五
・
六

國
學
院
雑
誌
　
世
六
の
日
二
・
世
七
の
τ
二
略

東
洋
哲
學
　
　
聖
駕
の
二
・
世
八
の
τ
二

経
濟
論
叢
　
　
十
二
の
τ
二
ひ
三

六
　
　
條
　
…
學
　
報
　
　
　
ニ
ニ
九
〇
二
三
〇

佛
教
研
究
　
　
二
の
踊

慧
敏
遊
魚
誌
　
　
二
の
二
。
三

者
敏
大
盤
通
信
講
義
　
二
。
三

伊
豫
史
談
　
ニ
ニ
・
二
三
・
二
四

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
五
三
　
（
三
二
三
）

．


